第２４回吉野町地域公共交通協議会　進行予定

日時：平成30年6月28日（木）13:30～14:45
場所：吉野町中央公民館　2階　3･4研修室
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1． 開会
2． 挨拶

本日は、お忙しい中吉野町地域公共交通協議会にお集まりいただき、誠にありがとうございます。本協議会も運営から２４回目となります。本日も慎重審議をお願い申し上げます。
さて、吉野町でもますます高齢化が進み、個別輸送に頼らない地域公共交通を維持していくことは非常に重要であるととらえ、日々の施策に盛り込んでいるところであります。国からの補助等もいただきながら、厳しい財政状況の中、持続可能な公共交通を目指しているところです。
吉野町において様々な課題やすべきことが多くあります。吉野町ではスクールバスとスマイルバスを混乗という形で運用しております。ただいま小中一貫ということで動き出しているところでもあります。
中長期的なまちづくりの総合的な観点から公共交通を維持していくためには根本的に、住民の皆様はもちろん、地元事業者様と連携、協働しながら、赤字補填という考え方ではなく、地域を支えていくための積極的な費用なんだという前向きな考え方で、町としても積極的に取り組んで参りたいという所存です。
そのためにも、皆様のお力をお借りしながらますます効果的な運営を目指して参りたいと思います。

本日の会議が実り多きものになりますよう申し上げ、初めのご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたします。

　　
3． 議事

（１）吉野町地域公共交通協議会委員の変更について・・・・・・資料１
人事異動等により別紙資料１のとおり委員の皆様の変更ということでご承認いただく。
（２）平成29年度　スマイルバス運行実績報告について・・・資料２
平成２９年１０月１日にスマイルバス運行計画の見直しをさせていただきました。
その中で、同年４月1日にゆうゆうバスが南奈良総合医療センターで延伸されることに対し、町内各方面からゆうゆうバスへの接続できるようにダイヤ改正を行いました。
また、公共交通サービスが提供されていない鈴の音橋西詰周辺に対しスマイルバスの延伸を行いました。
２９年１０月に時刻改正で、ゆうゆうバスへの接続、鈴の音橋周辺への延伸については利用者もおられます。ただ、1点奥六田から上市駅へのデマンドタクシーでは上市駅でゆうゆうバス乗換での利用者は半年間で実績は０人ということになりました。
ただしデマンド型ですので、予約がなければ費用が掛かりません。
次に、全体としての利用者数でございます。8ページをご覧ください。
全体としましては、年間26,932人の利用ということで前年度比2,726人増加の11.3％増加になりました。
９ページをご覧いただきますと、コース・曜日別の表がございます。
上市竜門コースを除いて増加しており、中でもDコース吉野山線では前年度比46.6％増加となっております。こちらは吉野山ケーブル車両故障のための運休や、近鉄電車の青のシンフォニーでの観光客の利用者が増えたのではないかと推察されます。
平日では一日平均96.9人の方が利用となってございます。
参照ですが、平成29年度で吉野町のゆうゆうﾊﾞｽの特別乗車券利用者ですが519名となっております。
続いて、10ページには前年度の利用者の表が参照に記載されております。
11ページに移りまして、スマイルバスとしての評価ですが、ご承知のとおり吉野町の人口も年々減少している中、スマイルバスの一人当たりの利用者数、利用回数ですが、前年度を上回り、吉野町総合計画のKPIを上回る3.64人となっております。地域の大事な交通手段として、各事業所様と連携していきながらよりよい地域公共交通を目指してまいりたいと思います。
【異議なく承認される】
　
（３）スマイルバス運行計画の見直し(案)について・・・・資料３　

　　
今回、皆様の協議の結果、ご承認いただければ平成３０年１０月１日からのダイヤ改正を見込んでおります。こちらについては相互乗り入れしている川上村様のやまぶきバスとも調整済みでございます。
（資料３に基づき説明）
補足で、一昨日川上村様での公共交通協議会が開催され、情報共有がありましたので、ご報告と時刻変更の承認をいただければと思います。
Bコース川上村方面行のバスにおいて、川上村様のやまぶきバスと相互乗り入れを行っておりますが、18時台以降の川上村診療所バス停で通過となっておりますが、診療所が閉まっているため、その時間は停車せずに通過するということで合意されたようです。
資料にはないので申し訳ないのですが、吉野町もそれに準じで診療所の開院時間に合わせた時刻に変更したいと思います。具体的には19時25分上市駅発の川上村行のバスに関して、川上村診療所バス停では停車しないということでございます。

委員：
殿川を事前予約制にするということですが、実績はなかったということでしょうか。

事務局：
利用者はありません。もともと、基本的には殿川バス停も事前予約制だったのですが、この便のみスクールと混乗ということで予約制をなくしましたが、いまは学校に通われる方がいらっしゃらないということで、元に戻すという意味合いが強いです。
【異議なく承認される】
会長（和田）： 
ダイヤ等の調整については、運行事業者と、許認可については、運輸支局、道路管理者、公安委員会と協議の上、スムーズに実施できるようお願いします。
議題４　吉野町生活交通確保維持改善計画・・・資料４
事務局（八釣）
本生活交通確保維持改善計画は、国土交通省で実施されております地域公共交通確保維持改善事業費補助金を活用するにあたり必要となる計画です。本計画には、地域の生活交通の実情やニーズに応じて、地域の生活交通の望ましいあり方の考え方や方向性が明示されていることが必要とされており、本町協議会において、策定することとされております。
　また、地域公共交通確保維持改善事業費補助金を活用するにあたり、本町協議会において、国庫補助金の申請することに対し、ご承認をいただき、予定では６月末までに提出する必要がございます。
本町では、地域公共交通確保維持改善事業費補助金のフィーダー系統確保維持費国庫補助金を活用させていただいており、資料の路線系統図をご覧いただきますと、赤色及び紺色で示した大和上市駅に接続する路線１３系統をフィーダー系統として補助申請する予定でございます。国庫補助額の上限が減ってはおりますが、概ね内容についてはこれまで通り変わりございません。
【異議なく承認される】
議題５　プロポーザル方式によるスマイルバス運行事業者選定について・・・資料５
平成28年2月に事業者選定のためのプロポーザル方式の募集をかけ、3年間の業務委託を実施してきました。来年度以降もほぼ同じ形態での運行となりますので、資料５のとおり業務内容について実施事業者を選定することとします。

スケジュールについては、いまのことろ、10月ごろから公募し、前回と同じ形態で審査会等実施させていただき、来年2月開催予定の協議会にて事業所の決定のご案内を差し上げます。今回は平成31年4月1日から平成32年3月31日までの契約とさせていただきます。仕様書等で「別紙」などと記載がありますが、こちらは本日ご承認いただければ添付しております10月1日改正の時刻表や路線図となりますので資料としては添付しておりません。
なお、あくまで平成30年度3月の議会にて次年度予算が承認されることを前提にしておりますことをご了承ください。
【異議なく承認される】
３．その他

委員：
最近、上市駅からでも、外国人観光客からスマイルバスについての問い合わせが増えてきています。昨年度から数件だったのですが、今年度に入っても徐々に増えてきているという状況だけお伝えします。
会長：
あくまで住民向けの市町村有償運行ですが、時代の変化も留意し、利用者が利用しやすい環境を作っていくことが大事かと思います。

４．閉会

